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平成３０年第１回臨時教育委員会 

 

 

                             平成３０年２月６日（火）午後３時 

                                 江別市教育庁舎 大会議室 

出席者   教育長       月 田 健 二 

     委 員      支 部 英 孝 

委 員      橋 本 幸 子 

委 員       林   大 輔 

委 員      須 田 壽美江 

 

説明員  教育部長    渡 部 丈 司 

教育部次長   萬   直 樹 

学校教育支援室長 

伊 藤 忠 信 

総務課長    山 崎 正 樹 

学校教育課長  廣 田   修 

教育支援課長  松 井 正 行 

      給食センター長 鈴 木 知 幸 

対雁調理場長  鈴 木 正 春 

生涯学習課長  天 野 保 則 

スポーツ課長  三 浦   洋 

情報図書館長  山 岸   博 

郷土資料館長  櫛 田 智 幸 

郷土資料館主幹 兼 平 一 志 

記録員  総務課総務係長 嶋 中 健 一 

傍聴者  なし 

 

 
１ 審議事項 

（１）平成３０年議案第６号 

平成３０年度江別市一般会計教育予算（案）について  
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（開会） 

ただいまから、平成３０年第１回臨時教育委員会を開会いたします。 

本日の議事日程は、配付のとおりであります。 

会議に先立ち、本日の会議録署名人を林委員にお願いいたします。 

 それでは、議事に入ります。 

１の審議事項（１）平成３０年議案第６号 平成３０年度江別市一般会計教育予算（案）

についての説明を求めます。 

渡部教育部長お願いします。 

初めに、私から平成３０年度江別市一般会計教育予算案についてご説明申し上げます。 

資料の１ページをご覧願います。 

平成３０年度の教育委員会所管の歳出予算でありますが、総額２２億１，３３８万２，

０００円となっており、昨年と比較しますと、２億５，３５４万７，０００円の減、率に

して１０．３％の減となっております。主な減要因は、江別第一小学校の外構・グランド

工事と、大麻体育館トレーニング室棟耐震改修工事が平成２９年度をもって完了したこと

によるものであります。 

次に、別冊資料の教育行政執行方針（案）をご覧願います。 

この教育行政執行方針は、今月２６日に初日を迎える平成３０年第１回定例会において、

市長の市政執行方針に続き、教育長から教育行政の執行方針として述べる内容となってお

ります。平成３０年度は、現在、国が策定中の第３期教育振興基本計画の初年度に当たり、

新学習指導要領も昨年度末に告示され、社会に開かれた教育課程の実現、言語能力、情報

活用能力等の育成や、理数教育、道徳教育、外国語教育等の充実を基本としております。 

本市もまた、えべつ未来づくりビジョン（第６次江別市総合計画）の５年目を迎え、学

校教育基本計画、社会教育総合計画及びスポーツ推進計画などの諸計画の改定作業を進め

ているところであります。 

全ての子供たちが、確かな学力、豊かな心、健やかな体を、このふるさと江別で育むと

ともに、市民一人ひとりが、生きがいや心の豊かさを持って健康で暮らしていけるよう、

具体的な政策展開につきましては、２ページの下段以降、学校教育、社会教育、そしてス

ポーツの順に、基本的な方針と重点的な取り組みについて記載しております。 

私からは以上でありますが、教育予算案の概要につきましては、総務課長、他からご説

明いたします。 

続きまして、私から平成３０年度の教育予算案の概要についてご説明申し上げます。 

資料の２ページをご覧いただきたいと存じます。 

教育予算のうち、増減の大きな科目についてご説明いたします。 

まず、教育総務費についてでありますが、外国語教育に係るＡＬＴの増員により増とな

る一方で、特別支援教育推進事業に係る工事費が減少したことによる減等により、差引き

で３万８，０００円の減となり、前年度並みの予算となっております。 

次に、小学校費についてでありますが、合計で１０億２７８万８，０００円、１４．９％

の減となっており、主に、学校営繕費で計上しておりました、江別第一小学校の外構及び

グラウンド工事が終了したことにより、経費が大幅に減額となったものであります。 

次に、中学校費でありますが、中学校校務用パソコンの更新による償還金の増のほか、

学校管理費における燃料費の増、また、学校営繕費における中学校校舎改修工事の減によ

り、合計で１，０７６万４，０００円、３．２％の増となっております。 

次に、社会教育費ですが、市民文化ホールの屋上防水シート改修工事の終了による減の

ほか、公民館施設補修整備費の増、情報図書館で今年度更新した図書館システムの保守経

費の増などのため、合計で５０２万３，０００円、１．４％の減となっております。 

最後に、保健体育費ですが、２目の体育施設費は、大麻体育館トレーニング室棟耐震改

修工事が終了したこと等により、合計で１億５，４７８万７，０００円、２１．４％の大

幅な減額となっているものです。 

次に、平成３０年度教育予算案主要事業についてご説明申し上げます。 

資料の４ページをご覧ください。 
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総務課所管分についてですが、上から２行目、教育委員会車両購入経費は、平成２９年

度に購入した教育庁舎で使用する車両購入の償還費として措置されたものであります。 

さらに２行下の江別小学校・江別第三小学校統合校建設事業は、江別第一小学校の外構

工事等が終了したことに伴い、事業を廃止するものであります。 

最後に、一番下から５行目と６行目の小学校及び中学校の施設業務員関連経費について

ですが、平成３０年度から施設業務員に係る事務を総務係から施設係に移管することに伴

い計上しているものであります。 

私からは、以上です。 

続きまして、学校教育課分について、ご説明いたします。 

資料の４ページをご覧ください。 

下から３行目、小中学校外国語教育支援事業は、平成３０年度から小学校において新学

習指導要領を先行実施するため、外国語指導助手を現在の８名から２名増員し、１０名に

いたします。 

次に、５ページをご覧ください。 

上から３行目、情報教育推進事業は、小学校５校における教育用パソコンを、デスクト

ップ型パソコンからタブレット型パソコンに更新いたします。 

また、デジタル教科書については、国語を小中学校全学年で整備いたします。 

私からは以上です。 

続きまして、教育支援課分についてご説明いたします。 

資料の６ページをご覧ください。 

まず、１行目の特別支援学級生活介助事業及び特別支援教育推進事業は、特別支援教育

支援員を増員するほか、特別支援教育に係る施設整備としてシャワー設備の設置等を実施

します。 

次に、８行目のスクールソーシャルワーカー事業ですが、スクールソーシャルワーカー

を１名増員し３名体制とし、支援の充実を図ります。 

私からは以上です。 

続きまして、給食センターの予算についてご説明いたします。 

資料の６ページをご覧ください。 

上から９行目になりますが、学校給食事業につきましては前年度と同様の予算計上とな

っております。 

次の対雁調理場施設・設備整備事業につきましては、連続式揚物機更新等に係る経費で

あります。 

次のセンター調理場施設・設備整備事業につきましては、食器洗浄機更新等に係る経費

であります。 

私からは以上です。 

続きまして、生涯学習課所管分をご説明いたします。 

資料の６ページをご覧ください。 

下から６行目、公民館施設補修整備費でありますが、中央公民館の屋上防水改修工事に

係る経費として増額となっております。 

次に、資料７ページをご覧ください。 

２行目の江別市ＰＴＡ連合会補助金は、江別市で石狩管内ＰＴＡ連合会研究大会が開催

されることから予算額が増額しています。８行目のえべつ市民カレッジ（四大学等連携生

涯学習講座）事業でありますが、ＰＲのための自治会回覧チラシを内部印刷することによ

り予算額が減額しています。 

 次に、資料８ページをご覧ください。 

上から８行目の青少年の科学文化啓発事業でありますが、平成２２年にノーベル化学賞

を受賞した鈴木章先生の功績を讃えるため、地域の団体がノーベル賞顕彰額を市内小中学

校及び市内公共施設に贈呈するための補助事業であります。 

 私からは以上です。 

続きまして、スポーツ課所管分について、ご説明いたします。 

資料の８ページをご覧ください。 
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渡部教育部長 

下から７行目の市民体育館改修整備事業、次の行の青年センター改修整備事業は、市民

体育館の弓道場拡張のほか、社会体育施設の改修整備に係る経費です。 

下から４行目の屋内体育施設管理運営事業は、平成１８年度の開始から４期目となる屋

内体育施設の指定管理に係る経費です。 

次に、９ページをご覧ください。 

上から４行目、スポーツ合宿誘致推進事業は、スポーツ合宿誘致に係るＰＲ活動経費、

道外からの合宿団体への送迎サービス、特産品提供、野幌総合運動公園等の施設使用料の

補助などの支援を行う経費です。 

私からは以上です。 

続きまして、情報図書館所管分についてご説明いたします。 

資料の９ページをご覧ください。 

上から６行目の子どものための読書環境整備事業でありますが、小中学校図書館の活用、

充実を図るため、引き続き、司書を巡回配置し、読書環境整備や調べ学習などの教育活動

への支援を継続してまいります。 

次に、２行下の図書館設備等更新事業でありますが、今年１月に更新整備した図書館シ

ステムやパソコンなどの通年運用に係る保守経費のほか、館内の空調設備改修経費を計上

しております。 

私からは以上です。 

続きまして、郷土資料館所管分について、ご説明いたします。 

資料の９ページをご覧ください。 

下から６行目のセラミックアートセンター企画展開催事業ですが、平成３０年度につい

ては、東京国立近代美術館工芸館名品展等の開催経費を計上しております。平成２９年度

は、作品輸送費等を要しない企画展を中心としたため、一時的に事業費が減少していたこ

とから、平成３０年度は増額となっているものです。 

次に下から３行目、セラミックアートセンター改修事業では、開館から２４年を経過し、

経年劣化している設備の更新・整備を計画的に進めてまいります。 

次に１０ページをご覧ください。 

上から４行目、埋蔵文化財発掘調査事業ですが、平成２９年度に引き続き、高砂遺跡の

発掘調査を行ってまいります。 

以上です。 

ただいま説明のありました本件に対する質問等がございましたらお受けいたします。 

 ９ページ６行目の子どものための読書環境整備事業で、司書３名と支援司書１名と書か

れていますが、支援司書とはどのような役割の方なのでしょうか。 

 司書３名とありますのは、学校を巡回する、言わば現場で支援する司書のことで、その

３名を包括するのが支援司書ということであります。 

 ほかに質問等はございますか。 

 ８ページの青少年の科学文化啓発事業は新規事業ですが、もう少し具体的に説明してい

ただけますでしょうか。 

 こちらの事業につきましては、まず、ふるさとふれあい推進事業としまして、市民グル

ープや団体などが事業主体となり企画した、地域の活性化や地域づくりを推進する事業に

対して、当市の企画政策部が選定委員会を設け、選定する事業がございます。これについ

て、地域の団体、特に大麻地域の方々が中心となって実行委員会をつくりまして、ふるさ

とふれあい推進事業の選定に応募した状況であります。このたび、選定委員会でこの事業

が選定されたことによりまして、実行委員会からの申請を受け、教育委員会の予算で事業

費を補助し、青少年というくくりの中で、市内の小中高校、公共施設に顕彰額を寄贈する

という内容でございます。 

 それで、鈴木章先生のノーベル賞顕彰額贈呈というのは、どういうことなのですか。 

 鈴木章先生がノーベル賞に輝いたカップリングの研究における事業功績を記載した顕彰

額を各学校等に寄贈する内容になっております。 

 補足などはありますか。 

 鈴木章先生がノーベル賞を受賞されまして、江別市にご在住なものですから、その功績
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をこれからの小中学生、若い世代に対して伝えていきたいという申し出があり、各学校や

公共施設に、鈴木先生の写真と功績の内容について、小学生であれば小学生が分かりやす

いように、中学生、高校生であればそれぞれの世代に分かりやすい内容で、その功績を広

く紹介する目的で顕彰額を設置しようとするもので、市民団体が進めている事業になりま

す。 

 市民団体が進めているところに補助をするということですね。 

 教育委員会が経費を補助します。 

 ほかに質問等はございますか。 

 ６ページにスクールソーシャルワーカーの１名増員がありますが、不足気味だったとこ

ろに１名増えるということで喜ばしいことだと思います。１名増えることによって、どの

ような負担軽減になるとか、新たな取り組みができるとか、そういったことがあれば、教

えていただきたいと思います。 

 スクールソーシャルワーカーにつきましては、最近の状況として、児童生徒の心の問題

ですとか、家庭や友人関係の問題等が多くありまして、子供たちを取り巻く環境が複雑化

していることが挙げられます。また、各学校や保護者の認知度が非常に高まっていること

もありまして、スクールソーシャルワーカーの負担がさらに増えている状況もあります。 

 今までは、２名体制で野幌を境にして江別側と大麻側という形で地区割りをしておりま

したが、３名体制になることで、よりきめ細かな支援体制を整えたいと考えております。 

 ほかに質問等はございますか。 

 質問ではありませんが、９ページのセラミックアートセンターの企画展開催事業のこと

で、平成３０年度に行うということですが、せっかくこういう事業をやるので、是非、子

供たちにも見せてあげられるように学校にも働き掛けるなど、多くの人に見ていただける

ように工夫していただければと思っています。 

 この企画展は、子供たちが見ても、すごく良いと思えるものなのですか。 

 作品としては、大人から子供の方まで楽しんでいただけるものになると思っていますし、

会期中には東京国立近代美術館工芸館の職員の方に来ていただいて、タッチ・アンド・ト

ークということで作品を触って感じてもらえるような関連事業もありますので、そういっ

た取り組みから子供たちに工芸品に対する親しみを深めてもらえるようにしたいと思って

います。 

 ほかに質問等はございますか。 

 ５ページに、経済的に修学が困難な高校生に対する奨学資金の貸付けとして、奨学資金

貸付金という事業があるのですが、平成２９年度でどのぐらい貸付けがあったのでしょう

か。何件ぐらいか分かれば教えてもらえたらと思います。 

 平成２９年度は、新規と継続を合わせて１０名に貸付けを行っています。 

  

 ほかに質問等はございますか。 

（質疑終了） 

 それでは、平成３０年議案第６号 平成３０年度江別市一般会計教育予算（案）につい

てを承認することにご異議ありませんか。 

（一同了承） 

 それでは、そのように承認いたします。 

 以上をもちまして、第１回臨時教育委員会を終了いたします。 

（閉会） 

                                   終了 午後３時２５分 

 

 

 

 

 署名人（教育長） 月田 健二 

 

 

 署 名 人    林  大輔 


